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インターバンクの声 （2015 年 10 月 30 日） 
 

昨日の東京時間未明、米連邦公開市場委員会（FOMC）の声明発表後、ニュー

ヨーク勢の中には市場のクローズが近づいていたこともあって、翌日の第 3・

四半期 GDP結果と合わせてもう一度方向性を確認したかった人たちも多かっ

たようだ。しかし、昨晩は結局、ニューヨーク勢が参入して来る前に欧州勢

がFOMC結果から米国の年内利上げ観測が再燃していると判断して先にドルを

１２１円台に戻してしまった。米国の第３・四半期 GDPも前期からは大幅減

速となったものの市場が予想していた数字から大きく乖離したわけでもなく、

発表直後に一旦ドル売りとなったものの大きな反動はなかった。何やら再び

見慣れた水準でのレンジ内相場に戻りつつある雰囲気だが、日銀のまさかの

追加緩和実施と米国の７－９月期四半期労働コストが大幅上昇するような結

果が出てくることには要注意だろう。 
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